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る．また，GC が胎仔の HPAaxis に悪影響を及ぼし，さまざまな脳機能障害が惹起され
ることが明らかとなっている． 
これまでのヒトや動物を対象とした研究で，ストレス下の咀嚼運動がストレス緩和作用








その結果，母マウスの血中 CO濃度は，S 群が有意に高値を示し(p < 0.01)，母体の慢性
ストレスを確認している．しかし S/C 群と C群との間で差は認めていない．仔マウスの出
生体重及び離乳までの体重は，SC 群が有意に低く(p < 0.05)、低出生体重を認めているが，





分泌量は有意に低値を示し(p < 0.05)，中枢にて摂食亢進に関与する NPY mRNAの発現は
有意に高値を示した(p < 0.01)が，S/CC 群と CC 群との間に差は認めていない． 
これらの結果はストレス負荷中の母体の咀嚼運動が，母体のストレス反応を減弱させる
こと，ストレス負荷中の母体の咀嚼運動は妊娠中のストレスによって惹起される仔の低出
生体重を改善し，さらに成長後の肥満傾向や糖代謝および脂質代謝異常も改善することを
示唆している．これは，妊娠中の咀嚼運動が GC の過剰分泌を抑制することで結果的に肥
満や生活習慣病リスクの胎仔期のプログラミングを解除していると考えられる． 
以上のことから，妊娠期ストレス中の母体の積極的な咀嚼運動が，仔の胎児期の肥満や
糖尿病素因の形成を抑制すると結論し，ヒトにおいても妊娠期の咀嚼の重要性を示唆した
もので，審査委員は，本論文を博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した． 
